
８． 取組に関する情報の収集と発信 

 
１） 大学教育改革プログラム合同フォーラムにおける情報の収集と発信 

平成18年11月12日（日）・13日（月）、パシフィコ横浜にて開催された平成18年度大学

教育改革プログラム合同フォーラムに、本学教員2名と事務局職員2名が参加し、本学の現

代GPの取り組みに関する情報発信と情報収集を行った。このフォーラムには、2日間で延べ

5,000人の参加があり大盛況であった。１日目は、元東大総長の有馬朗人氏の基調講演「輝

く大学を作る絶好の機会」や平成18年度選定の特色ある大学教育支援プログラム（特色GP）

および平成17年度選定の現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代GP）を紹介するシン

ポジウム等が開催された。2日目の午前11時～午後4時半の間には平成18年度に採択された

取り組みのポスターセッションが行われ、そこで本学の現代GPの取り組みに関する情報発

信を行った。会場にはポスター展示用のパネル（縦120cm×横180cm）が準備され、そのパ

ネルスペースに本学の取り組みの広報ポスター（資料Ⅱ-8-1）を掲げ、広報チラシ（資料

Ⅱ-8-2）をもとに随時プレゼンテーションを行った。 

本学に与えられた場所は、偶然にも会場入口となるエスカレーターを上がってすぐの、

参加者の誰もが最初に目にする申し分のないところであった。このような地の利もあり、

セッション開始前から終了時刻まで、多数の他大学の教職員などに、本学の取り組みを紹

介することができた。質問等も多く、特に同様の地域貢献型の取り組みを行っている、あ

るいは今後行おうとしている大学の関係者や看護系大学・学部（和歌山県立医科大学、大

阪大学、東北福祉大学、新見公立短期大学、島根大学、県立広島大学、龍谷大学、倉敷芸

術科学大学等）の関係者から、本学の取り組みの内容について熱心な質問が寄せられ、貴

重な情報交換の場になった。 

平成19年度および平成20年度の大学教育改革プログラム合同フォーラムにも、本学教員

が1名参加して情報の収集に努め、他大学の関係者と様々な情報交換や意見交換を行った。 

資料Ⅱ-8-1 本学現代 GP の取り組みの広報ポスター  
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 資料Ⅱ-8-2 本学現代 GP の取り組みの広報チラシ 
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2) 学術会議等における取組成果に関する発表 

以下のように、本学現代 GP の取り組みの成果に関して、積極的に学術会議等で発表を

行い活発な意見交換を行った。また、本学取り組みに関連する様々な学術会議等にも積極

的に参加し、情報の収集と意見交換を行った。 

(1)学生教育部門 

①第 17 回日本看護学教育学会学術集会, 2007.8. 福岡：岩本里織, 小坂素子, 小倉弥生, 

稲垣絹代：「住民教育ボランティアを導入した健康教育の効果(第 1 報) 学生の学習

への影響」 

②第 17 回日本看護学教育学会学術集会, 2007.8. 福岡：波田弥生, 岩本里織, 小坂素子, 

稲垣絹代：「住民ボランティアを導入した健康教育の効果(第 2 報) 住民ボランティア

の健康意識への影響」  

③第 17 回日本看護学教育学会学術集会, 2007.8. 福岡：.江川幸二, グレッグ美鈴, 沼本

教子, 二宮啓子, 登喜和江, 岩本里織, 吉田こずえ：「地域住民と共に学び共に創る看

護学教育の実践と評価 現代 GP における取り組み」 

④第 18 回日本看護学教育学会学術集会, 2008.8. 筑波.： 二宮啓子, 宮内環, 丸山浩枝： 

「乳幼児と母親を教育ボランティアとして導入した授業の効果－学生への影響と教育

ボランティアへの影響」  

⑤第 34 回日本看護研究学会学術集会, 2008.8. 神戸：森下晶代, 登喜和江：「看護実践能

力育成に向けての技術演習の取り組み－地域住民ボランティアの模擬患者による技術

演習の効果」 

⑥第 18 回日本看護学教育学会学術集会, 2008.8. 筑波：小倉弥生, 岩本里織, 稲垣絹代：

「学生の健康教育が教育ボランティアへ与えた効果」  

 

(2)次世代育成部門 

①第 22 回日本助産学会学術集会,2008.3. 神戸：吉田香奈子,高田昌代,藤井ひろみ,子安恵

子,岡永真由美,安積陽子:「助産学専攻科学生の『パパママ応援隊実習』の実践報告」 

②第 23 回日本助産学会学術集会,2009.3. 東京：高田昌代,藤井ひろみ,子安恵子,谷川裕子

嶋澤恭子,早瀬麻子,是澤あずさ：「現代 GP 事業 次世代育成支援実践報告～健康支援力

を高める住民・助産学学生・学校・自治体の相互交流～」 

③第 23 回日本助産学会学術集会,2009.3. 東京：藤井ひろみ,高田昌代,子安恵子,谷川裕子

嶋澤恭子,早瀬麻子,是澤あずさ：「現代 GP 事業次世代育成支援実践報告～地域における

住民と協同して行う助産学教育～」 

 

(3)まちの保健室部門 

第 67 回日本公衆衛生学会,2008.11. 福岡：池田清子,稲垣絹代,高山成子,笠松隆洋(神

戸市看護大学）,柳本有二（神戸常盤大学）：「5 回シリーズの体験中心の健康教室にお

ける参加者の意識と行動の変化」 


